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有用広葉樹の育成に関する研究 

2000 年度～2002 年度（県単） 

山本勝洋 小林元男 熊川忠芳 

要  旨 

コナラ、クスノキ等広葉樹林の立地調査及び未利用広葉樹のモンゴリナラとナラガシワの種子動態調査及び

発芽率調査を行った。その結果、コナラは東海層群では林木の成長が不良であったが、花崗岩地及び領家変成

岩では良好な成長が認められたが、昆虫による被害が一部で認められ造成には今後検討を要する。また、東海

層群のナラガシワ造林地では水分状態が良く林木の生長も良好で、この様な所では用材としての造林の可能性

が示唆された。モンゴリナラは西三河西部から尾張東部にかけての、東海層群の丘陵地の痩せた尾根部等に生

育しており、林木の成長は不良であった。また、東海層群に成立するコナラ、モンゴリナラは虫害が多く、利

用はシイタケ原木等に限られるであろう。クスノキは県内の温暖な低山地の沢筋から中腹にかけての土壌層の

発達した所で、用材林としての造林の可能性が示唆された。モンゴリナラの種子の完熟落下時期は 8月下旬～

９月下旬がピークで、ナラガシワとコナラの 10 月上旬～10 月下旬に比べ１ヶ月以上早かった。モンゴリナラ

は隔年結果性を示したが、ナラガシワとコナラは顕著な差は認められなかった。完熟落下した種子の発芽率は

どの種子も 80％程度であった。 

Ⅰ 目的 

県内には丘陵地から低山地にコナラやアベ

マキなどの落葉広葉樹からなる林分がかなり

残っている。この林は以前には薪炭林や落葉落

枝利用の場として重要であったが、燃料革命以

後その利用価値がなくなり、スギ・ヒノキの適

地はかなりの部分がこれらに樹種転換された

が、現在森林面積の１／３を広葉樹林が占めて

いる。最近の森林多様性と広葉樹の有効利用が

求められている。そこで、県内に残された広葉

樹林の実態を調査し、広葉樹の育成方法を確立

する。 

Ⅱ 方法 

１．有用広葉樹の成長と生育地の立地調査 

県内に広がる主に 40 年生以上の林分(ナラガ

シワは 32 年生)を対象に、第三紀東海層群、花

崗岩地、領家変成岩に成立するコナラ等広葉樹

林及び秩父累帯に植栽されたクスノキ人工林、

第四紀沖積層の扇状地に成立するケヤキ林の立

地調査を実施した。調査地は以下のとおりであ

る。 

（１）コナラ等広葉樹林立地調査 

図－１のコナラ①～⑦、モンゴリナラ②～③、

ナラガシワ① 

（２）クスノキ林の立地調査 

Katsuhiro Yamamoto,Motowo Kobayashi,Tadatoshi Kumagawa：The study of growth condition of useful 

broad-leaf trees 
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図－１の⑧ 

（３）ケヤキ林の立地調査 

図－１の⑨～⑪ 

①尾張旭市新居（以下、森林公園）  

②瀬戸市南東部（以下、瀬戸）  

③西加茂郡藤岡町（以下、昭和の森）  

④豊田市八草（以下、豊田） 

⑤東加茂郡下山村蘭（以下、下山） 

⑥岡崎市東部（以下、岡崎）  

⑦南設楽郡作手村北部（以下、作手）  

⑧渥美郡赤羽根町高松（以下、赤羽根） 

⑨新城市八名井（以下、新城） 

⑩宝飯郡一宮町豊津（以下、一宮）  

⑪宝飯郡音羽町長沢（以下、音羽） 

（但し、①：東海層群、②③：花崗岩地及び東海

層群、④⑤：花崗岩地、⑥⑦：花崗岩地及び領家

変成岩、⑧：秩父累帯、⑨⑩⑪：沖積層 

図－１ 調査地 

調査方法は、各調査地に 10～20ｍの方形プロ

ットをとり、胸高直径３cm 以上のものは、樹高

及び胸高直径を測定し、全種類の階層毎の被度

を調査した。また、プロット内の平均的な地点

を国有林野土壌調査方法書に準じて、土壌断面

の形態を調査し、各層位の 400cc 採土円筒及び

試料の採取を行い分析に供した。400cc 採土円筒

により採取した土壌は、国有林野土壌調査方法

により、透水性等土壌の物理性を測定した。 

採取土壌は風乾後次の化学性を測定した。 

pH（H２O）：１：2.5 の縣濁液としてガラス電

極法。 

炭素、窒素：ＣＮコーダー。 

２．有用広葉樹の病虫害発生状況調査

（１）各調査地での病虫害発生状況調査 

コナラ等広葉樹の用材等としての利用可能性

を検討するため、１の(1)の調査地プロット内の

病虫害被害の有無を目視により調査した。 

（２）採取材からの害虫発生調査 

森林公園及び昭和の森で調査したコナラやモ

ンゴリナラ、ナラガシワの樹幹が昆虫に食害さ

れたと推定された箇所が多数認められたので、

その昆虫を究明するため、森林公園、昭和の森

で、コナラ４本、モンゴリナラ３本、ナラガシ

ワ２本を伐倒し、それぞれ１ｍに玉切りし、コ

ナラ17本、モンゴリナラ10本、ナラガシワ７本

を2000年６月２日樹種別に各々９個の網室に入

れ、脱出する昆虫の発生状況を調査した。

３．未利用広葉樹の実態と利用の可能性の検討

（１）未利用広葉樹の実態調査 

未利用広葉樹のうち、今後利用可能性のある

ナラガシワとモンゴリナラの種子の動態を把握

するため、森林公園と南設楽郡鳳来町上吉田（

以下、林業センター）のナラガシワ４箇所、昭

和の森と瀬戸のモンゴリナラ３箇所、対照区と

して昭和の森と林業センターのコナラ２箇所に

0.5㎡円筒形のシードトラップを各10箇所設置

した。設置時期は、2000年は全調査地９月８日

豊 橋

名古屋

⑩

①② ③

④

⑦⑤

⑥

⑧

⑨⑪
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に設置し、2001年は、2000年の調査をもとに、

モンゴリナラは８月９日、ナラガシワとコナラ

は９月20日に設置し落下種子を１週間毎に回収

した。2002年は2001年と同時期に設置し、落下

種子を２週間毎に回収した。また、2000年に回

収した種子の発芽率を調査するため、回収後、

発芽可能種子と発芽不能種子に区分し、発芽可

能種子はビニール袋に穴を開け、湿砂と種子を

入れ５℃貯蔵庫に翌３月まで貯蔵した。その後、

苗畑に播種し、2001年12月に発芽調査を実施し

た。 

Ⅲ 結果および考察 

１．有用広葉樹の成長と生育地の立地調査 

（１）コナラ等広葉樹林立地調査 

ア 林木の成長 

地質別土壌型と樹高の関係を図－２に示す。 
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図－２ 地質、土壌型と樹高の関係 

ha 当りの成立本数と胸高直径は、花崗岩地に

成立するコナラ林で 250～1,050 本、18～43cm、

東海層群に成立するモンゴリナラ林（コナラと

の混交林含む）で 500～1,300 本、11～30cm、ナ

ラガシワ林は 800 本、12～32cm、領家変成岩に

成立するコナラ林は 400～1,100 本、16～26cm

であった。樹高成長は地質、樹種に関係なく、

乾燥した BA～BB 型土壌よりも、適潤性の BD(d)

～BD 型土壌の方が成長は良好であった。地質別

では、花崗岩地に成立するコナラ林は BD(d)型

土壌で、平均樹高 19ｍで 20ｍを越えるものも多

く、胸高直径も 25 ㎝前後で最も成長が良好であ

った。一方、BB、BC 型土壌では、樹高が 16ｍ前

後と BD(d)型土壌と比較すると３ｍほど劣って

いた。また、領家変成岩では BD(d)、BD 型土壌

で、平均樹高 15ｍ、胸高直径 20 ㎝前後である

が、樹高は 20ｍを越えるものもあったことから、

水分状態がよければ花崗岩地同様良好な成長が

見込めると推察された。一方、モンゴリナラは、

西三河西部から尾張東部にかけての、東海層群

の丘陵地の尾根部等に生育しており、殆どは BB

型土壌に成立しており樹高も 11ｍ前後で不良

であった。これは、土壌がせき悪なためで、そ

の結果、他の広葉樹の進出が妨げられ、モンゴ

リナラが残存したものと推察された。また、東

海層群に成立するコナラ林の BC 型土壌の樹高

が 13ｍで、モンゴリナラ林と同等であり、土壌

条件から勘案しても 15ｍに達しないものと推

察された。 

ナラガシワは森林公園に造林された 32 年生

の林分で、平均樹高 14ｍで 17ｍを超えるものも

あり、良好な成長が認められた。これは、Ａ層

は未発達であるが、花崗岩が風化した砂土に陶

土を挟んだ砂土と埴土が互層をなして、水分状

態を保ち、極度に乾燥しないためと推察された。 

以上のことから、東海層群に成立する広葉樹

の殆どは林木の成長が不良であるため、利用は

シイタケ原木等に限られるが、ナラガシワの造

林地の様な土壌条件下では、用材利用も含めた

広葉樹の利用の可能性が示唆された。一方、花

崗岩地及び領家変成岩に成立するコナラ林は、
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水分条件が良ければ良好な樹高成長が見込め、

用材としての造林の可能性が示唆された。 

イ 土壌 

地質別のＡ層の土壌断面形態を表－１に示す。 

表－１ Ａ層の土壌断面形態

地質 土壌型 樹種 調査地 NO A0層 層厚(㎝) 土性

岡崎 1 やや粗 17-18 壌土
豊田 1 密 14-20 砂質壌土

1 密 22-26 壌土
2 密 26-30 壌土

豊田 1 密 9-15 埴土

岡崎 1 密 15-20 埴土
1 密 26-30 壌土
2 密 32-36 砂質壌土
1 密 10-20 埴土
2 密 17-18 埴土
3 密 12-18 埴土
4 密 42-46 埴質壌土
5 密 19-20 砂質壌土
1 密 12-16 埴土
2 密 36-38 埴土
3 密 16-20 埴土
4 やや粗 15-20 埴土

瀬戸 1 密 5-10 埴質壌土
1 密 14-18 埴土
2 密 8-15 埴質壌土
3 やや密 10-16 壌土
4 やや粗 16-20 壌土
5 密 15-24 壌土
6 やや粗 14-16 砂質壌土
7 密 23-26 壌土

1 密 28-36 埴質壌土
2 密 10-15 砂土
3 密 14-20 砂土
4 密 6-8 砂質壌土

モンゴリナラ 5 やや粗 20-22 砂質壌土

1 密 34-40 砂質壌土
2 密 4-10 埴質壌土
3 密 10-16 埴土

瀬戸 1 密 10-30 壌土
1 密 7-13 砂土
2 密 20-25 埴質壌土
3 やや粗 5-10 砂質壌土
4 密 10-15 埴質壌土
1 密 8-15 砂質壌土
2 やや密 16-26 壌土
3 密 18-20 埴質壌土

1 密 12-20 砂質壌土
2 密 10-20 埴質壌土

BD(d) ナラガシワ 森林公園 1 密 7-21 埴土
BB コナラ 作手 2 密 19-20 砂質壌土

1 密 10-15 埴質壌土
2 密 22-23 壌土

1 密 12-15 砂質壌土
2 密 12-14 砂土
3 やや密 25-30 埴土
4 やや粗 14-18 埴土
1 密 14-15 砂質壌土
2 密 10-12 壌土

BD コナラ 作手 1 密 10-17 壌土

花崗岩

東海層群

領家変成岩

BB

BC

BC

BD(d)

BB

BC

BD(d)

BA

作手

コナラ

コナラ

コナラ

コナラ

コナラ

モンゴリナラ

コナラ

コナラ

コナラ

瀬戸

昭和の森

作手

岡崎

豊田

昭和の森

昭和の森

昭和の森

下山

下山

作手

昭和の森

花崗岩地の土壌では、Ａ0 層は密に堆積してい

たが、Ａ層の発達は比較的よく、土性は砂質壌土

から埴土であった。東海層群の土壌では、Ａ0 層

が密に堆積し、Ａ層の発達は不良で、土性は砂土

から埴質壌土であった。また、領家変成岩の土壌

では、Ａ0 層は花崗岩地同様密に堆積していたが、

Ａ層の発達は比較的よく、土性は砂土から埴土で

あった。このことから、東海層群の土壌は、Ａ層

の発達が不良で、後述する土壌の保水性、炭素、

窒素含有量が少ないため、樹高成長が不良であっ

たと推察された。 

代表的なプロットの土壌の物理性を表－２に、

示す。

表－２ 土壌の物理性 

５分 １５分 全孔隙量 細孔隙量 粗孔隙量
(cc/min) (cc/min) (％) (％) (％)

A 69 57 58.5 24.3 34.2

B 50 46 54.8 24.3 30.5
A 52 45 59.6 20.5 39.1
B 12 11 48.7 30.5 18.1
A 266 225 55.8 15.7 40.1
B 14 14 46.1 23.5 22.6
A 50 55 66.0 16.1 49.8
B 26 23 48.0 23.8 23.4
A 13 14 74.0 24.8 49.2
B 41 42 61.6 24.6 37.0
A 141 131 70.3 26.4 43.9
B 47 43 60.7 29.9 30.8
A 22 22 75.1 32.0 43.1
B 53 50 66.4 39.2 27.2
A 167 159 63.0 28.2 34.8
B 55 53 62.1 38.7 23.4
A 45 44 70.3 29.9 40.4
B 57 52 72.7 47.5 25.2
A 77 68 60.9 21.5 39.4
B 90 80 53.5 19.6 33.9
A 155 140 53.1 17.7 35.5
B 25 25 44.5 19.6 25.0
A 71 82 62.0 18.4 43.6
B 33 36 49.9 19.8 30.2
A 232 213 45.6 15.3 30.3
B 82 76 45.2 18.4 26.9
A 60 60 58.2 11.3 46.9
B 172 167 45.9 16.0 29.9
A 205 195 61.4 28.2 33.2
B 12 12 55.4 25.6 29.8

土壌型 NO 層位

花崗
岩質

ｺﾅﾗ

地質 樹種
透水量 孔隙組成(容積）

BD(d)

3

4

1

1

2

8

9

10

4

5
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7

1

2

3

東海
層群

モン
ゴリ
ナラ

ﾅﾗｶﾞ
ｼﾜ

BB

BD(d)

Ａ層の透水量は花崗岩地で 13～266cc/min、東

海層群では 60～232cc/min で、ともに 50cc/min

以上のものが多く良好で、差は認められなかった。

また、ともに下層に行くに従って減少傾向が認め

られた。孔隙組成についてみると、花崗岩地の細

孔隙量はＡ層で 15.7～32.0％、Ｂ層で 19.6～

47.5％、一方、東海層群のＡ層は 11.3～17.7％、

Ｂ層は 16.0～19.8％で下層に行くに従って上昇

傾向が認められた。このことから、花崗岩地が東

海層群に比べ保水性が高く、このことが林木の生

長に影響したものと推察された。 

花崗岩地と東海層群の代表的なプロットの樹高

と pH（H２O）の関係を図－３に示す。pH（H２O）は、
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花崗岩地の BD(d) 型土壌のＡ層で 4.5～5.1、Ｂ層

は 4.9～5.2 で、東海層群の BB 型土壌のＡ層で 4.6

～4.9、Ｂ層は 4.7～5.1 で、ともに一般の褐色森

林土の pH（H２O）の範囲内で、樹高の差は認めら

れなかった。下層に行くに従って上昇傾向が認め

られたが、母材による差は認められなかった。 
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図－３ 樹高と pH（H２O）の関係 

花崗岩地と東海層群の代表的なプロットの炭素

と窒素量の関係を図－４に示す。 
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図－４ 炭素、窒素含有量の関係 

花崗岩地に多く出現する BD(d) 型土壌のＡ層

の炭素と窒素の含有量は、4.0～8.7％、0.24～

0.54％で、Ｂ層の炭素と窒素の含有量は、1.2～

3.6％、0.06～0.24％であった。東海層群に多く出

現する BB 型土壌のＡ層の炭素と窒素の含有量は、

1.2～2.4％、0.06～0.12％、Ｂ層の炭素と窒素の

含有量は、0.3～0.8％、0.02～0.06％で、Ａ、Ｂ

層ともに花崗岩地の BD(d) 型土壌の 1/3 以下で、

ともに下層に行くに従い低下していた。このこと

から、東海層群に成立するモンゴリナラ林は、花

崗岩地に成立するコナラ林よりも、林木の成長に

重要な炭素、窒素が少ないせき悪地に生育してい

ることになり、このことがコナラ等の進出を妨げ

ているのであろう。 

ウ 植生 

花崗岩地と領家変成岩のコナラ林の高木層は、

ヤマザクラ、アベマキなどがコナラと混合し、亜

高木層ではヤマザクラ、リョウブ、タカノツメ、

ソヨゴなどが出現していた。一方、東海層群のモ

ンゴリナラ林は、一部アカマツがマツクイムシに

より枯れた後に成立した林分であり、殆どのプロ

ットでアカマツが残存しており、一部では高い被

度であった。亜高木層では、リョウブ、ソヨゴな

どが出現し、一部では優占していた。低木層はソ

ヨゴ、アセビ、ヒサカキが、どの地質上でも出現

していたが、花崗岩地の標高の高い作手ではシロ

モジが多く出現していた。 

地質別の草本層の植生状況を表－３に示す。花

崗岩地に多く出現する BD(d)型土壌では、標高の

高い下山、作手でミヤコザサ、スズタケが優占し、

標高の低い昭和の森や豊田では、コンゴウダケ、

ミヤコアズマザサ、ゴキダケなどが多く出現して

いた。昭和の森や豊田では、チゴユリが多く出現

し、昭和の森の一部のプロットではシキミが優占

していた。領家変成岩では、標高の低い岡崎では

アキバザサ、シキミなどが出現していた。また、

作手ではミヤコザサ、スズタケが花崗岩地同様出

現していた。一方、東海層群に多く出現する BB

型土壌では、コバノミツバツツジ、ソヨゴが多く

出現し、一部ではコシダが優占したせき悪な植生

となった。また、ナラガシワ林ではコンゴウタケ

が優占していた。以上のことから、東海層群の植

生は、花崗岩地や領家変成岩に比べ、乾燥したせ
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き悪な痩せ地型の植生となり、モンゴリナラやコ

ナラ、アカマツが混交したせき悪な林分となった

と推察された。 

表－３ 地質別下層(草本層)植生状況 

地質 樹種 土壌型 調査地 NO 植生
岡崎 1 ｻｶｷ2、ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ2、ﾀｶﾉﾂﾒ1
豊田 1 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ2、ﾋｻｶｷ2、ﾀｶﾉﾂﾒ1　
下山 1 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ1、ﾊﾞｲｶﾂﾂｼﾞ1

2 ﾐﾔｺｻﾞｻ5、ｺﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ1
豊田 1 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ3、ﾁｺﾞﾕﾘ1、ﾀｶﾉﾂﾒ1
岡崎 1 ｺﾞｷﾀﾞｹ3、ﾍﾞﾆｼﾀﾞ3、ｺｳﾔﾎﾞｳｷ1

1 ﾐﾔｺｻﾞｻ4、ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1
2 ｽｽﾞﾀｹ5、ﾐﾔｺｻﾞｻ1
1 ｺｼｱﾌﾞﾗ1、ｼﾛﾓｼﾞ1
2 ﾁｺﾞﾕﾘ1、ｼﾛﾓｼﾞ1
3 ﾁｺﾞﾕﾘ1、ｼﾛﾓｼﾞ1
4 ｼﾛﾓｼﾞ1、ｱｾﾋﾞ1
5 ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ1、ｼﾛﾓｼﾞ1
6 ﾐﾔｺｻﾞｻ5
1 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ4、ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1、ｿﾖｺﾞ1
2 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ5、ﾁｺﾞﾕﾘ2
3 ｼｷﾐ5、ﾁｺﾞﾕﾘ2、ｽｽﾞｶｶﾝｱｵｲ1
4 ﾁｺﾞﾕﾘ4、ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ2、ｼｷﾐ1

瀬戸 1 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ2､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ2、ﾀｶﾉﾂﾒ2
1 ﾐﾔﾏｱｽﾏｻﾞｻ5、ﾁｺﾞﾕﾘ2、ﾍﾞﾆｼﾀﾞ1
2 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ4、ﾁｺﾞﾕﾘ3、ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ1
3 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ3、ﾀｶﾉﾂﾒ3、ﾁｺﾞﾕﾘ1
4 ﾁｺﾞﾕﾘ2、ﾂﾙｱﾘﾄﾞｵｼ2、ﾋｻｶｷ1
5 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ4、ﾁｺﾞﾕﾘ2、ﾀｶﾉﾂﾒ2
6 ﾋｻｶｷ2、ﾁｺﾞﾕﾘ1、ｺﾁﾁﾞﾐﾞｻﾞｻ1
7 ﾁｺﾞﾕﾘ1、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ1、ｱﾗｶｼ1
1 ｲﾇﾂｹﾞ2、ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1、ｿﾖｺﾞ1
2 ｺｼﾀﾞ4,ﾀｶﾉﾂﾒ3、ﾋｻｶｷ1
3 ｺｼﾀﾞ5、ｿﾖｺﾞ1、ﾀｶﾉﾂﾒ1
4 ﾓﾁﾂﾂｼﾞ2、ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ1、ｿﾖｺﾞ1
1 ｿﾖｺﾞ2、ﾔﾏｳﾙｼ2、ﾋｻｶｷ1
2 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1、ｿﾖｺﾞ1、ﾔﾏｳﾙｼ1
3 ｺｼﾀﾞ5
4 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ１、ｿﾖｺﾞ1、ﾀｶﾉﾂﾒ1
1 ﾐﾔﾏｱｽﾞﾏｻﾞｻ4、ﾋｻｶｷ1、ﾀｶﾉﾂﾒ1
2 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ2、ﾓﾁﾂﾂｼﾞ1、ﾀｶﾉﾂﾒ1
3 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ3、ﾔﾏﾂﾂｼﾞ2、ｿﾖｺﾞ1
1 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1、ｿﾖｺﾞ1、ﾀｶﾉﾂﾒ1
2 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ2､ｿﾖｺﾞ1、ﾔﾏｳﾙｼ1

BD(d) 森林公園 1 ﾋｻｶｷ1
BA 昭和の森 1 ｿﾖｺﾞ3､ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1

1 ｺｼﾀﾞ3､ﾀｶﾉﾂﾒ1
2 ｺｼﾀﾞ3､ﾀｶﾉﾂﾒ1
3 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ4､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ2､ｿﾖｺﾞ1
4 ﾈｼﾞｷ2､ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ1､ﾋｻｶｷ1
5 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ2､ｿﾖｺﾞ2､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ2
6 ｺﾊﾞﾉﾐﾂﾊﾞﾂﾂｼﾞ3､ﾓﾁﾂﾂｼﾞ2､ﾈｼﾞｷ2
1 ｺｼﾀﾞ2
2 ｿﾖｺﾞ1､ｲﾇﾂｹﾞ1
3 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ2､ﾋｻｶｷ1
4 ｺﾝｺﾞｳﾀｹ1､ﾋｻｶｷ1､ﾔﾏﾂﾂｼﾞ1
1 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ5､ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ2、ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ1
2 ｺﾝｺﾞｳﾀﾞｹ5､ｺﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ1、ﾐﾂﾊﾞｱｹﾋﾞ1

BB 作手 1 ﾐﾔｺｻﾞｻ5
1 ﾐﾔｺｻﾞｻ5
2 ｱｾﾋﾞ1
1 ｱｷﾊﾞｻﾞｻ2、ﾋｻｶｷ1
2 ｱｷﾊﾞｻﾞｻ3、ﾃｲｶｶｽﾞﾗ2
3 ｼｷﾐ1、ﾏﾙﾊﾞﾍﾞﾆｼﾀﾞ1、ﾋｻｶｷ1
4 ｱﾗｶｼ1、ﾋｻｶｷ1、ﾃｲｶｶｽﾞﾗ1
1 ﾐﾔｺｻﾞｻ5、ｼﾛﾓｼﾞ1
2 ｽｽﾞﾀｹ4、ﾐﾔｺｻﾞｻ2、ｼﾛﾓｼﾞ1

*樹種名の後ろの数字は被度を表す。
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（２）クスノキ林の立地調査 

ア 林木の成長と土壌

クスノキは県内では、温暖な低山地の緩傾斜

地に僅かに生育しているにすぎない。調査地は

東斜面の沢筋から中腹上部にかけて、伊勢台風

直後に造林されたもので、林齢が 42 年生（一部

は萌芽更新したもので 23 年生）、傾斜は 16～30

度で、ha 当たりの成立本数は、№１、２が 23

年生で 580～933 本、№３～５が 42 年生で 233

～633 本であった。調査した５プロットの樹高

と胸高直径の関係を図－５に示す。土壌型は BC

～BD で樹高は 11～23ｍであった。№３と№４で

は林齢は同じであるが、№４の樹高 12ｍ、胸高

直径 29 ㎝に対し、№３は樹高 23ｍ、胸高直径

51 ㎝で明らかな差が認められた。また、№１、

２も林齢 23 年生で樹高 15～17ｍと良好であっ

た。これは、№４が BC 型土壌で、土壌層も薄い

等立地条件が不良であったのに対し、№１～３

は BD(d)型土壌で、比較的水分状態が良好であ

ったためと推察された。 
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図－５ 樹高と胸高直径の関係 

イ 植生 

亜高木層は、全ての区でカクレミノ、ヤブニ

ッケイなどの常緑樹が優占していた。また、樹

高成長の最も良好であった№３では低木層にシ

ロダモが優占し、中腹の№１、２ではヒサカキ

が多く出現していた。草本層の植生状況を表－

４に示す。全ての区でベニシダ、テイカカズラ

が優占するが被度はあまり高くない。№２の斜
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面下部ではホソバカナワラビが優占していた。 

以上のことから、県内の温暖な低山地の、沢

筋から中腹にかけての土壌層の発達したところ

で、ホソバカナワラビやベニシダが優占した立

地条件下ではクスノキの用材林としての造林の

可能性が認められた。 

表－４ 下層植生状況 

土壌型 NO 植生
BC 1 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ2､ﾃｲｶｶｽﾞﾗ1､ｶｸﾚﾐﾉ1

2 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ2､ﾃｲｶｶｽﾞﾗ1､ｶｸﾚﾐﾉ1
3 ﾎｿﾊﾞｶﾅﾜﾗﾋﾞ4､ﾍﾞﾆｼﾀﾞ2､ﾃｲｶｶｽﾞﾗ1
4 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ3､ﾃｲｶｶｽﾞﾗ2､ｶｸﾚﾐﾉ1

BD 5 ﾍﾞﾆｼﾀﾞ1
*樹種名の後ろの数字は被度を表す。

BD(d)

（３）ケヤキ林の立地調査

ア 林木の成長と土壌 

ケヤキは県内ではまとまった群落は殆どなく、

豊川、矢作川流域の扇状地等の適潤地に生育し

ており、今回、調査したプロットは全て河川敷

の扇状地であった。各調査地の４プロットの樹

高分布を図－６に示す。全プロットとも BD 型土

壌で、Ａ層の層厚も 50 ㎝以上で、樹高が 20～

26ｍで、30ｍを越えるものもあり良好であった。 
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図－６ 樹高分布 

イ 植生 

亜高木層以下は、音羽ではモウソウチクが、

新城ではマダケが優占し、一宮ではヤブツバキ、

シロダモが多く見られた。草本層では、音羽と

一宮でキチジョウソウ、テイカカズラが、新城

ではフユイチゴ、キヅタなどの常緑植物が出現

していた。以上のことから、県内の扇状地の河

川敷のケヤキ林は適潤で排水が良好で、竹類の

成長の良い所では、ケヤキ林への誘導の可能性

が認められた。

２．有用広葉樹の病虫害発生状況調査

（１）各調査地での病虫害発生状況調査 

各地質毎の昆虫による被害率を表－５に示す。 

表－５ 昆虫による被害率 

花崗岩質

成立
本数

被害
本数

昭和の森 2 10 0 0
3 9 0 0

瀬戸 1 7 3 43
1 5 0 0
2 7 0 0
3 6 0 0
4 8 0 0
5 9 0 0
6 11 0 0
7 7 3 43
1 9 6 67
2 8 0 0
1 18 1 6
2 11 1 9
3 11 0 0
4 13 0 0
1 18 1 6
2 5 1 20
3 20 6 30
4 6 2 33
5 13 7 54

豊田

岡崎

下山

作手

被害率
（％）

調査地 NO
ｺﾅﾗ

東海層群

成立
本数

被害
本数

成立
本数

被害
本数

成立
本数

被害
本数

成立
本数

被害
本数

1 6 0 6 0 0
2 2 0 4 0 6 0 0
3 10 2 10 2 20
4 11 7 11 7 64
5 3 3 2 1 5 4 80
6 8 8 8 8 100
7 2 2 4 4 6 6 100
8 3 3 3 3 6 6 100
9 7 7 7 7 100
1 10 1 10 1 10
2 6 1 6 1 17
3 2 2 11 2 13 4 31
1 2 0 7 0 9 0 0
2 1 0 5 0 6 0 0
3 1 0 8 1 9 1 11
4 2 1 5 2 7 3 43
5 6 5 6 5 83

昭和の森

森林公園

瀬戸

被害率
（％）

合計
調査地 NO

ｺﾅﾗ ﾅﾗｶﾞｼﾜ ﾓﾝｺﾞﾘﾅﾗ

領家変成岩

成立
本数

被害
本数

1 8 1 13
2 9 2 22
3 9 4 44
4 5 5 100
1 21 2 10
2 29 4 14
3 13 2 15
4 27 5 19
5 16 3 19
6 25 5 20

被害率
（％）

調査地 NO

岡崎

ｺﾅﾗ

作手
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花崗岩地のコナラ林では昭和の森と豊田、下

山で被害率が低かった。また、被害を受けた瀬

戸、岡崎、作手などは、全て中腹から尾根筋に

かけて発生しており、沢筋では被害は認められ

なかった。一方、東海層群のモンゴリナラ、コ

ナラ林では、殆どのプロットで地形に関係なく

被害率が高かった。また、領家変成岩では、全

てのプロットで被害が認められが、東海層群よ

りも被害率は低かった。 

以上のことから、花崗岩地及び領家変成岩で

は、用材としての造林の可能性が示唆されたが、

一部昆虫による被害が認められたため、今後検

討を要する。一方、東海層群に成立するモンゴ

リナラ、コナラ林は、殆どのプロットで昆虫に

よる著しい被害が認められたため、利用はシイ

タケ原木等の利用に限られよう。 

（２）採取材からの昆虫発生調査 

シロスジカミキリは５月中旬～５月下旬、ミ

ヤマカミキリは６月中旬～７月上旬、ボクトウ

ガは7月中旬～７月下旬に発生している。2000

～2002年にシロスジカミキリが14頭、ミヤマカ

ミキリ15頭、ボクトウガ２頭が発生した。年度

別樹種別昆虫発生状況を図－７に示す。2000年

は、モンゴリナラからミヤマカミキリとボクト

ウガが、コナラからボクトウガが発生し、2001

年はモンゴリナラからシロスジカミキリ、ミヤ

マカミキリが発生し、また、2002年はナラガシ

ワからシロスジカミキリ、ミヤマカミキリが発

生している。これはシロスジカミキリとミヤマ

カミキリの発生消長が、樹皮に産卵してから２

～４年目に成虫が脱出してくるため(5)、産卵の

時期の違いによるものと推察された。以上のこ

とから、県内のコナラ林の用材利用においてシ

ロスジカミキリ等のカミキリ虫対策が必要であ

る。また、モンンゴリナラは台風などの強風に

よりしばしば幹折れする。折れた箇所からはカ

ミキリ類の食害跡が観察され、これによって萌

芽更新が促進されることから、カミキリ類との

共生でモンゴリナラ林が維持されているのかも

しれない。 
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図－７ 年度別樹種別昆虫発生状況 

３．未利用広葉樹の実態と利用の可能性の検討

（１）未利用広葉樹の実態調査 

2000～2002年度までの調査地別樹種別の種子

回収量を図－８に、2000年に回収した種子の樹

種別採取個数、発芽可能個数(採取個数から虫害

等を受けたものを除いた個数)及び発芽可能率(

発芽可能個数／採取個数)と発芽率の関係を図

－９に示す。ナラガシワは、2000、2001年は各

プロットとも豊作であった。また、2002年は森

林公園１、２は豊作であったが、林業センター

１、２は凶作であった。コナラはナラガシワ同

様、2000、2001年はともに各プロットとも豊作

であったが、2002年は凶作であった。モンゴリ

ナラは昭和の森では2000年は豊作で、2001、2002

年は凶作であった。これは2001年にマイマイガ

が異常発生したため、2001、2002年が凶作にな

ったと推察された。一方、瀬戸ではマイマイガ

の被害がなく、2001年は凶作で、2002年は豊作

であった。また、2000年はシードトラップを設
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置していなかったが、翌年シードトラップ設置

時に2000年の落下種子が多数確認出来たことか

ら豊作であったと推察された。モンゴリナラは

ミズナラの低地性の一型(7)と言われており、ま

たミズナラの結実状況は隔年結果性の傾向があ

る(6)といわれていることから、同様な傾向が認

められた。一方、ナラガシワとコナラはモンゴ

リナラの様な顕著な豊凶差は認められなかった。 

ナラガシワとコナラの種子落下は完熟前にか

なりの落下が認められたが、モンゴリナラは認

められなかった。種子の自然完熟落下時期は、

ナラガシワでは森林公園２と林業センター１、

２は10月上旬から10月下旬までがピークであっ

たが、森林公園１では10月中旬から11月上旬ま

でがピークであった。これは森林公園１の1本の

造林木が豊作で晩生のものであったことによる。

コナラはナラガシワ同様、10月上旬から10月下

旬がピークであった。一方、モンゴリナラは８

月下旬に落下し、ピークは９月下旬であった。

このことは、モンゴリナラの種子落下はナラガ

シワやコナラよりも１ヵ月以上完熟落下が早く、

ナラガシワとコナラが完熟落下する頃には自然

落下が終了していることになる。また、モンゴ

リナラはミズナラの低地性の一型(7)と言われ

ているが、ミズナラの種子落下はコナラと同様

な経過をたどるといわれているので(2)、このこ

とが一つの分類的な区別のポイントになるかも

しれない。 

未利用広葉樹の種子発芽率は、ナラガシワと

コナラの完熟落下以前の種子は０～30％と低い。

しかし、完熟落下した種子の発芽可能率と発芽

率は、80％程度認められた。また、モンゴリナ

ラは完熟落下後に回収した種子の発芽可能率と

発芽率は80％程度になり、ミズナラの発芽率65

～90％(2)と同程度であった。 
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図－９ 樹種別採取個数、発芽可能個数及び 

発芽可能率と発芽率の関係 

Ⅳ まとめ 

 コナラ、クスノキ等広葉樹林の立地調査及び未

利用広葉樹のモンゴリナラとナラガシワの種子動

態調査及び発芽率調査を行った結果、コナラは東

海層群では樹高成長は不良であったが、花崗岩地

及び領家変成岩では、良好な成長が認められたた

め、用材としての造林の可能性が示唆された。し

かし、シロスジカミキリ等による被害が一部で認

められたため、健全木の育成及び造成には今後検

討を要する。モンゴリナラは西三河西部から尾張

東部にかけての、東海層群の丘陵地の尾根部等に

生育しており、樹高成長は不良であった。また、

東海層群に成立するコナラ、モンゴリナラは虫害

が多く利用はシイタケ原木等に限られるであろう。

クスノキは県内ではまとまった群落は殆どなく、

県内の温暖な低山地の、沢筋から中腹にかけての

土壌層の発達したところならば、用材としての造

林の可能性が示唆された。 

未利用広葉樹のモンゴリナラの種子完熟落下は、

8 月下旬から９月下旬がピークで、隔年結果性を

示した。また、ナラガシワとコナラの完熟落下は、

ミズラナ同様 10 月上旬から 10 月下旬までで、豊

凶の顕著な差は認められなかった。このことは、

モンゴリナラの完熟落下がミズナラよりも１ヶ月

以上早いため、モンゴリナラとミズナラの分類上

一つのポイントになるかもしれない。また、モン

ゴリナラ等の種子発芽は、完熟落下した種子であ

れば、80％程度の高い発芽率が認められた。 

今回の自然に残る広葉樹林の立地等基礎的な調

査から、今後、広葉樹林の造成法及び未利用広葉

樹の利用法を検討する必要がある。 
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